
報道関係者 各位

『ジェネリック医薬品取扱い優良薬局』の表彰を実施します

【協会けんぽについて】
中小企業等（約251万社）で働く従業員やそのご家族（約4,039万
人）が加入している日本最大の医療保険を運営する公法人です。

・広島支部加入事業所数：57,916事業所（令和4年6月時点）

・広島支部加入者数：1,079,657人（令和4年6月時点）

＜本件に関するお問い合わせ＞

全国健康保険協会広島支部
企画総務グループ
担当：石井・可部
℡：082-568-1014
（平日8：30～17：15）

令和4年11月17日

『ジェネリック医薬品取扱い優良薬局』の表彰式次第 （別紙１）

日 程：令和4年11月22日（火）

表彰薬局：南蟹屋れもん薬局（広島県広島市南区南蟹屋1-3-35 ）

有限会社 焼山 貴船薬局（広島県呉市焼山中央2-6-37 ）

広島支部の現状 （別紙2,3）

 使用割合（令和4年6月診療分）は79.0%（全国平均80.7%）。

 47支部中39位（中国5支部の中では最下位）。

広島支部の主な取組み （別紙４）

〇 後発医薬品（以下、ジェネリック医薬品）は、患者負担の軽減や医療保険財政の改善
に資するものであり、政府においては、使用割合を全ての都道府県で80％とするこ
とを定め、使用を推奨してまいりました（令和3年6月閣議決定）。

〇 協会けんぽ広島支部（以下、広島支部）では、広島支部加入者の使用割合が政府
目標である80％に到達するよう、これまで様々な広報や取組みを進めてきました。
この結果、平成31年4月からの約3年間で使用割合は4.4ptの増加となりました

が、残念ながら、令和4年6月時点において79.0％と目標（80％）には到達してお
りません。

〇 広島支部では、ジェネリック医薬品の使用促進に向けた取組の一環として、広島

県薬剤師会と協働で県内258の保険薬局を令和４年度『ジェネリック医薬品取扱い優良

薬局』として認定したところです。

このたび、その中で特に優秀である保険薬局について、個別訪問により表彰を実施

いたします。

この認定・表彰は、日頃よりジェネリック医薬品の使用割合アップへの取組等に

尽力いただいている保険薬局へ感謝の意を表するとともに、気軽に相談が可能で安

心して調剤してもらえる数多くの保険薬局を認知いただくものです。


